
第３・４・５・６学年 体育科学習指導案 
指導者 学級担任 乗松 孝丞 

     
１ 日  時  令和５年 10月 27日（金） ５校時（13：55～14：40） 
２ 場  所  体育館 
３ 単 元 名  ポートボール・ミニバスケットボール（ボール運動領域 ゴール型ゲーム・ゴール型） 
４ 授業づくりに関する考え方 
 (1) 子どもの実態と教材の特性 

 

子 

ど 

も 

の 

実 

態 

本校の体育科の学習は、低学年７名と中・
高学年１２名に分かれて活動している。体を
動かす事が好きな児童がほとんどで、異学年
でも楽しく声を掛け合うことができている。 
◯ 新体力テストやソフトバレーボール、泳
ぐ運動・水泳等の様子から、該当学年にあ
った基本的な技能を身に付けられている
児童が半数いるが、体の使い方に不器用さ
が目立つ児童もおり、個人差は大きい。 

（知識及び技能） 
◯ チームで取り組む学習内容では、学年の
垣根を越えて話合い、積極的に意見交換を
する姿が見られる。その後の学習活動で
は、話合い生かした動きをすることができ
る。   （思考力、判断力、表現力等） 

◯ どの児童も基本的な技能の習得に前向
きで、自己の課題を明示すると、粘り強く
取り組む姿が見られる。意欲的に取り組ん
だ分、その運動が有する特性や魅力を感
じ、休み時間にも体育科で取り上げた教材
に取り組む姿が見られる。運動が苦手な児
童は、自分の思いを言葉にできず、言われ
るがままに活動する様子もある。 

（学びに向かう力、人間性等） 

教 

材 

の 

特 

性 

ゴール型ゲーム・ゴール型の学習では、ル

ールや作戦を工夫して、集団対集団の攻防

によって競争することに楽しさや喜びを味

わうことができる運動である。バスケット

ボールは、攻めと守りが入り交じり、手でパ

スやドリブルをしてボールを運び、シュー 

トによって相手チームと得点を競い合って

楽しむ運動である。     

今回扱う「バスケットボール」は、３年生

から６年生という発達段階に差がある中で

も、みんなが全力を出し合い、みんなが楽し

むことができるようにゲームの場やルール

を工夫して行う。ルールが工夫される分、

様々な学年の仲間とともに課題解決に向か

う話合いが活発になるであろう。さらに、単

元が進む中で、ボールを持っていない時の

動きや周りの動きを把握しながら瞬時に適

切なプレイを選択することの難しさを感

じ、課題解決にむけて、全員が仲間と共に

「できるようになる喜び」を感じながらゴ

ール型ゲーム・ゴール型の本質に迫ること

ができる教材である。 

 
(2) 単元構想 
  ア 第３・４学年単元目標 
   〇 易しいゲームで、ボール操作やボールを受けるための動きによって、攻防することができる。 

（知識及び技能） 
〇 ルールを工夫したり、簡単な作戦を選んだりするとともに、考えたことを友達に伝えることができ
るようにする。                        （思考力、判断力、表現力等） 

〇 仲間の考えを認め合いながら、積極的に運動に取り組むことができるようにする。 
（学びに向かう力、人間性等） 

 
イ 第５・６学年単元目標 
〇 簡易化されたゲームで、ボール操作やボールを受けるための動きによって、攻防することができる。 

（知識及び技能） 
〇 全員が楽しむためのルールを工夫することや、自己やチームの特徴に応じた作戦を立てたり、見直
したりするとともに、考えたことを仲間に伝えることができるようにする。 

（思考力、判断力、表現力等） 
〇 仲間と協力して互いのよさを認め合いながら、積極的に運動に取り組むことができるようにする。 

（学びに向かう力、人間性等） 
  



ウ 本単元で身に付けさせたい力の系統表 

 低学年 
〈ボールゲーム〉 

中学年 
〈ポートボール〉 

高学年 
〈ミニバスケットボール〉 

知
識
及
び
技
能 

◯ ゲームの楽しさに触れ、そ
の行い方を知るとともに、簡
単なボール操作と簡単な攻
めや守りの動きなどのボー
ルを持たないときの動きに
よって、攻めと守りが分かれ
たコートで、簡単な規則で行
われる易しいゲームができ
る。 

◯ ゴール型ゲームの楽しさや
喜びに触れ、その行い方を知
るとともに、基本的なボール
操作とボールを持たないとき
の動きによって、コート内で
攻守に入り交じってボールを
シュートしたり、空いている
場所に素早く動いたりする易
しいゲームをすることができ
る。 

◯ バスケットボールの楽し
さや喜びを味わい、その行
い方を理解するとともに、
ボール操作とボールを持た
ない時の動きによって、チ
ームの連携プレイによる簡
易化されたゲームをするこ
とができる。 

 

思
考
力
、
判
断
力
、 

 
 

 
 

表
現
力
等 

◯ 簡単な規則を工夫したり、
攻め方を選んだりするとと
もに、考えたことを友達に伝
えることができる。 

◯ 規則を工夫したり、ゲーム
の型に応じた簡単な作戦を選
んだりするとともに、考えた
ことを友達に伝えることがで
きる。 

◯ ルールを工夫したり、自
己やチームの特徴に応じた
作戦を選んだりするととも
に、考えたことを他者に伝
えることができる。 

学
び
に
向
か
う
力
、 

人
間
性
等 

◯ 進んで取り組み、規則を守
り誰とでも仲よく運動をし
たり、勝敗を受け入れたり、
場や用具の安全に気を付け
たりすることができる。 

◯ 運動に進んで取り組み、規
則を守り誰とでも仲よく運動
をしたり、勝敗を受け入れた
り、友達の考えを認めたり、場
や用具の安全に気を付けたり
することができる。 

◯ 積極的に取り組み、ルー
ルを守り助け合って運動を
したり、勝敗を受け入れた
り、仲間の考えや取組を認
めたり、場や用具の安全に
気を配ったりすることがで
きる。 

 エ 本単元を通して育てたい子ども 

 

  

 

 

⑶ 単元計画 
ア 研究の視点及び手立て 

「教材とつながる」 「仲間とつながる」 「自分とつながる」 

①  学年による発達段階の差があ
る中でも、みんなが全力を出し
合い、楽しむことができるよう
にするために、ゲームの場やル
ールの工夫をする。 

②  必要感のある対話ができるよ
うにするために、場の設定やタ
ブレット端末の活用をする。 

③  個別のめあてを立てて学習に
臨めるように、ワークシートを
工夫する。また、学びの成果を実
感し自らの学びに自信を持つこ
とができるように、異学年間で
の相互評価の場を設ける。 

イ 評価規準 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

第３・４学年 
ア ポートボールの楽しさや喜びを味

わい、その行い方を理解する。 

イ 仲間からボールを受けることので

きる場所に移動することができる。 

ウ パスやシュートをすることができ

る。 

ア みんながゴール型の楽しさや喜び

に触れることができるよう、ルールを

工夫したり、簡単な作戦を選んだりし

ている。 

イ 課題の解決のために考えたことを他

者に伝えている。 

ア 運動に進んで取り組もうとしてい

る 

イ ルールを守り誰とでも仲良く運動

をしようとしている。 

ウ 仲間の考えを認めようとしている。 

エ 場や用具の安全に気を付ける。 

第５・６学年 

ア ミニバスケットボールの楽しさや

喜びを味わい、その行い方を理解す

る。 

イ 作戦に基づいた位置取りをするこ

とができる。 

ウ パスを受けてシュートをすること

ができる。 

ア みんながゴール型の楽しさや喜び

に触れることができるよう、ルールを

工夫したり、自己やチームの特徴に応

じた作戦などを選んだりしている。 

イ 課題の解決のために自己や仲間の

考えたことを他者に伝えている。 

ア 運動に積極的に取り組もうとして

いる 

イ ルールを守り助け合って運動をし

ようとしている。 

ウ 仲間の考えや取組を認めようとし

ている。 

エ 場や用具の安全に気を配っている。 

 
  

異学年の仲間とともに課題を解決し、自信をもって次の活動を求めようとする、愛顔あふれる子ども 
異学年の仲間とのつながりを感じながら「できるようになる喜び」を味わわせたい。また、ポートボール・

ミニバスケットボールを多様に楽しむことを通して、子どもの心に深く刻まれる学びとしたい。 
 

学年 

観点 



ウ 単元における指導と評価の計画 

時 学習の流れ 

主な評価 

知 思 態 

３・４ ５ ･６ ３・４ ５ ･６ ３・４ ５ ･６ 

１ 
・ 試しのゲームを通して、自分の課
題を見付ける。【視点①】 

ア 

(様態、

ワーク

シート) 

ア 

(様態、

ワーク

シート) 

  

ア 

(様態、

ワーク

シート) 

ア 

(様態、

ワーク

シート) 

２ 
・ バスケットボールとの違いに気
付く。【視点①】 

ア 

(様態、

ワーク

シート) 

ア 

(様態、

ワーク

シート) 

  

イ 

(様態、

ワーク

シート) 

イ 

(様態、

ワーク

シート) 

３ 

・ 基本的なボール操作の練習をす
る。【視点③】 

・ 全員が楽しむために必要なルー
ルについて考え、ゲームで試した
結果を基に、ルールの工夫につい
て話し合う。【視点②】 

イ、ウ 

(様態、

ワーク

シート) 

イ、ウ 

(様態、

ワーク

シート) 

 

ア 

(様態、

ワーク

シート) 

  

４ 

５ 

  

ア、イ 

(様態、

ワーク

シート) 

ア、イ 

(様態、

ワーク

シート) 

  
６ 

７ 
・ チームの構成や長所を生かした作
戦を考える。【視点②】 

・ 互いのよさや自分の得意なプレイ
について考えながら話し合う。【視
点③】 

  

ア、イ 

(様態、

ワーク

シート) 

ア、イ 

(様態、

ワーク

シート) 

  

８ 

９ 

・ 活動してきたことを生かして、リ
ーグ戦を企画し、運営する。【視点③】 

    

イ、ウ、エ

(様態、

ワーク

シート) 

イ、ウ、エ

(様態、

ワーク

シート) 
10 

 

  

ポートボールでは、どのような工夫

がされているだろう。 

全員が楽しむために、どのようなル
ールにするといいだろう。 

バスケットボールがどんな運動か
知ろう。 

チームにあった作戦を考えよう。 

父二峰 B リーグをしよう. 

 



５ 本時の指導（９／１０） 

 (1) 目 標 

  ○ ３・４年生  

チームのよさを発揮し、互いの考えを認め合いながら活動することができる。 

（主体的に学習に取り組む態度） 

  ○ ５・６年生 

チームのよさを発揮し、互いの考えや取組を認め合いながら活動することができる。 

（主体的に学習に取り組む態度） 

(2) 準備物 

   教 師：ボール、作戦板、タブレット端末 子ども：ビブス、タブレット端末、ワークシート 

(3) 展 開 

学習活動 

 
 教師の働き掛けと子どもの意識の流れ 

 

□ 指導上の留意点 

■ 苦手な子ども・意欲的でない子

どもへの支援・配慮 

◎ 評価規準（方法）【観点】 

１ ルールやチー

ムの作戦を確認

する。 

 

 

 

２ 作戦を確認し

て、ゲームをす

る。 
・ボールを持たないときの動

き 

・ポジションの確認 

 

 

３ 練習してきた

ことを生かして

ゲームをする。 

・競技（する） 

・応援（みる） 

・審判等（支える） 

 

 

 

４ 作戦を見直す。 

 

 

 

 

 

 

５ 話し合いを生

かしてゲームを

する。 

 

 

６ 活動を振り返

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 前時の振り返りから本時の

めあてを立てることで、活動に

意欲的に取り組むことができ

るようにする。 

 

□ 今までに作ったルールの確

認をする。 

□ 自分やチームの特徴に合っ

た作戦を選ぶことができるよ

うに声を掛ける。 

 

■ 運動を多様に楽しむことが

できるように、「する・みる・支

える」の役割を分担し、子ども

たち自身で試合を運営できる

ようにする。 

 

 

 

 

◎ 互いの考えや取組を認め合

いながら活動することができ

る。（様態・ワークシート） 

【主体的に取り組む態度】 

 

 

 

 

 

□ 自分の活動を振り返る場と

発表し合う場を設けることで、

自他を認め、次の活動へ意欲を

つなげる。 

 

ルールや作戦を確認しよう。 

・今日は、たくさんゴールを決めたいな。 

・あの作戦を試したいな。 

・ゴールの下に走り込む作戦を試そう。 

・ロングパス作戦で試合を進めよう。 

・パス＆ラン作戦で、フリーの人を作るように

しよう。 

チームの作戦を確認してゲームをしよう。 

ゲームをしてみて、チームの作戦を見直そう。 

・攻める人数を相手の守りの人数より増やすに

はどうしたらいいだろう。 

・早く攻めるために、短いパスを縦につなごう。 

・スペースを作るために、だれかがおとりにな

ろう。 

練習したことを生かしてゲームをしよう。 

・練習したことを生かして頑張るよ。 

・ゲームをするときの、審判も大事だね。 

・見ているときは、しっかり応援してあげたら

力がでるね。 

・練習したことができたらうれしいな。 

・次のゲームでは、◯◯を試してみたいな。み

んなに言ってみよう。 

父 二 峰 B リ ー グ を し よ う 。 

今日の学習を振り返ろう。 

話し合ったことを生かしてゲームをしよう。 

・考えた作戦がうまくいくと、いつもよりおも

しろいな。 

・自分のチームに合う作戦を考えられました。 

・友達の考えを取り入れながら、話し合いまし

た。 



(4) 本時の研究の視点 

〇 発達の違いによる運動能力の差に関係なく、どの子どもも運動に前向きに取り組み、対話に必要感を

感じながらチームの中で自己を発揮することができているか。 【教材とつながる】【仲間とつながる】                         

〇 これまでに学習してきたことを自分なりに振り返り、自らの学びに自信をもつことができたか。 

【自分とつながる】 

 

(5) 子どもの自己評価 

子どもの自己評価として各自が個別にめあてを立てて学習に臨めるようにしている。毎時間積み重ねて

いくことで、自己評価を蓄積し、個別指導に生かすためである。また、数値が変化した理由を教師

自身が考えることによって授業改善にも生かすことができ、子どもの思いや願いをくみ取った授業

を目指すことができる。 

    

(6) 基本的なルール 

バスケットボールのルールを基に、子どもたちの考えで工夫していく。トラベリングやダブルド

リブル等のルールだけではなく、コートの広さやボールの変更、ゴールの数や場所など、みんなが

全力で楽しむことができるようにするための場の工夫やルールについて考えさせたい。 


